








〔目的及び方法〕 

身長発育:身長発育の一指標として血中ソマトメジン活性を測定し,コントロールの良否

(HemoglobinA1 値を用いて),摂取カロリー,肥満度,インスリン量との関係を調べ,低身長

の成因について検討を加えた。対象は外来 IDDM 患児 75 名。ソマトメジン活性は幼若ウサ

ギ肋軟骨を用いたバイオアッセイにより測定した。身長,'体重の基準値は昭和 55年度の学

校保健統計を用いた。肥満度:外来 1DDM 患児 76名を対象として肥満度を算出。これと年齢

，栄養所要量に対する指示カロリー比,体重 1㎏当りのインスリン用量との関係を調べ,指

示カロリーのあり方について検討を加えた。栄養所要量の算定は,昭和 54 年度日本人の栄

養所要量(厚生省編)を基にして行なった。 


